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災害状況& 
平成30年' 

10月20日現在 

● 

べ一.火災...25件 

ヽ.救急-2,500件 

なき.救助...51件 

∴.一ots 

▲救急教室(養父市尾崎区)

特集養父市〃朝来市消防団
消防操法大会･･--･ 2･3

◆養父市･朝来市一斉避難訓練

兵庫県消防防災航空隊との

合同水難救助訓練･･･--　4

◆平成30年度

防火ポスター入選発表｡,･･-｡,･･･　5

◆消防写真館
消防白書･火災調査レポート･---〟-･ 6･7

◆お知らせ

睦』電西砂墓守8
●全ての寝室(子ども部屋含む)と2階以上に寝室がある場合は階段にも必ず取付けましょう

●設置しておよそ10年が交換の目安です｡
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6
月
｢
 
7
日
(
日
)
`
養
父
市
･
朝

来
市
消
防
団
消
防
操
法
大
会

が
'
同
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

養
父
市
大
薮
の
但
馬
家
畜
市
場

で
第
5
回
養
父
市
消
防
操
法
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
大
会
は
3
年
に
一
度
開
催

さ
れ
る
も
の
で
'
市
消
防
団
で
は
､

4
月
か
ら
関
宮
方
面
隊
を
皮
切
り

に
'
養
父
市
消
防
訓
練
場
で
消
防

職
員
の
指
導
に
よ
る
夜
間
訓
練
を

行
っ
て
き
ま
し
た
｡
ま
た
､
仕
事

終
わ
り
や
､
休
日
に
地
元
で
操
法

訓
練
を
行
い
な
が
ら
方
面
隊
ご
と

の
大
会
に
臨
み
､
小
型
ポ
ン
プ
の

部
､
ポ
ン
プ
車
の
部
で
優
勝
し
た

各
4
チ
ー
ム
計
8
チ
ー
ム
が
こ
の

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
｡

大
会
会
場
に
は
'
各
方
面
隊
関

係
者
の
ほ
か
､
出
場
選
手
の
家
族

も
応
援
に
駆
け
付
け
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
｡
そ
う
し
た
中
行
わ

れ
た
競
技
の
結
果
は
次
の
通
り
で

す
｡

一

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
　
八
鹿
第
5
分
団

準
優
勝
　
　
養
父
第
1
分
団

ポ
ン
プ
車
の
部

優
　
勝
　
　
八
鹿
第
1
分
団

準
優
勝
　
　
関
宮
第
4
分
団

朝
来
市
羽
渕
の
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー

ン
脱
着
場
を
会
場
に
､
第
6
回
朝

来
市
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
､

小
型
ポ
ン
プ
の
部
､
ポ
ン
プ
車
の

部
そ
れ
ぞ
れ
1
 
4
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
｡
天
候
に
も
恵
ま
れ
､
ど

の
チ
ー
ム
も
日
々
の
訓
練
の
成
果

を
充
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
｡

今
大
会
の
小
型
ポ
ン
プ
の
部
の

優
勝
は
'
和
田
山
支
団
第
1
 
0
分
団

で
6
連
覇
を
達
成
､
ポ
ン
プ
車
の

部
で
は
'
和
田
山
支
団
第
1
分
団
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が
優
勝
し
'
2
連
覇
と
な
り
ま
し

た
｡

そ
れ
ぞ
れ
の
上
位
チ
ー
ム
は
'

有
効
放
水
ま
で
の
所
要
時
間
の
速

さ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
'
指
揮
者

を
中
心
に
各
番
員
の
動
作
が
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
し
た
｡

朝
来
市
消
防
団
の
消
防
操
法
大

会
は
2
年
に
一
度
開
催
さ
れ
ま
す
｡

次
回
は
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

た
消
防
操
法
大
会
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
｡

細
り
音
調
動

お
わ
り
に

今
回
の
養
父
､
朝
来
両
市
の
消

防
操
法
大
会
と
も
に
大
会
を
重
ね

る
ご
と
に
､
技
量
も
上
が
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
｡

こ
の
よ
う
な
訓
練
の
積
み
重
ね

が
､
実
際
の
火
災
現
場
に
お
い
て

の
隊
活
動
に
繋
が
り
､
早
期
の
消

火
に
繋
が
り
ま
す
｡
災
害
現
場
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
の
連
携

が
必
要
で
す
｡
近
年
､
消
防
本
部
'

消
防
団
､
関
係
機
関
で
住
宅
密
集

地
訓
練
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を

企
画
し
､
実
施
し
て
い
ま
す
｡
今
後

も
､
訓
練
を
通
し
､
さ
ら
に
連
携

を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡

兵
庫
県
消
防
操
法
大
会

7
月
2
2
日
'
三
木
市
の
県
消
防

学
校
で
第
2
 
7
回
兵
庫
県
消
防
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
先
の

養
父
市
消
防
操
法
大
会
小
型
ポ
ン

プ
の
部
で
優
勝
し
た
八
鹿
方
面
隊

第
5
分
団
が
但
馬
地
区
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
｡
残
念
な
が
ら

上
位
入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
､
持

て
る
力
を
十
分
発
揮
し
ま
し
た
｡

審
査
基
準

時
計
審
査

基
準
タ
イ
ム
を
設
け
､
所

要
時
間
に
よ
り
持
ち
点
を
加

点
､
減
点
す
る
｡

行
動
審
査

実
施
要
領
に
基
づ
く
'
行

動
の
正
確
さ
を
採
点
す
る
｡

総
合
審
査

チ
ー
ム
全
体
の
規
律
､
士

気
､
安
全
性
等
を
総
合
的
に

評
価
す
る
｡

以
上
の
3
つ
の
審
査
の
合

計
得
点
に
よ
り
順
位
を
決
定

す
る
｡
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消火訓練の様子(宮内区)

救急講習の様子(高柳区)

応急担架の作製中(上薮崎区)
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防災ヘリでの救出の様子

9
月
2
日
､
養
父
市
･
朝
来
市

で
一
斉
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
｡

養
父
市
で
は
午
前
1
 
0
時
'
市
内

全
域
に
流
さ
れ
た
避
難
勧
告
の
緊

急
速
報
メ
ー
ル
を
合
図
に
､
一
斉

避
難
訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
｡

高
柳
区
で
は
'
指
定
避
難
所
開

設
訓
練
が
行
わ
れ
､
約
1
8
0
人

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
｡
自
治
協

議
会
が
主
体
と
な
り
避
難
所
の
運

営
や
､
情
報
伝
達
､
炊
き
出
し
訓

練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡
そ
の

後
､
消
防
職
員
に
よ
る
自
動
体
外

式
除
細
動
器
　
(
A
E
D
)
　
の
取
扱

い
と
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
｡

尾
崎
区
､
大
屋
市
場
区
で
も
避

難
訓
練
終
了
後
､
消
防
職
員
に
よ

る
防
災
講
話
や
心
肺
蘇
生
法
の
講

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
上
薮
崎
区
で
は
区
民
と

消
防
団
と
が
協
力
し
､
消
火
訓
練

や
応
急
担
架
の
作
製
訓
練
を
行
い

ま
し
た
｡

こ
れ
ら
4
地
区
以
外
で
も
､
消

防
署
が
事
前
に
貸
出
し
て
い
た
防

災
･
防
火
D
V
D
の
視
聴
が
行
わ

れ
る
な
ど
､
多
く
の
地
区
で
自
主

的
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
ま
し
た
｡

朝
来
市
で
は
猛
烈
な
台
風
の
接

近
に
よ
り
'
市
内
全
域
で
土
砂
災

害
や
河
川
の
氾
濫
の
危
険
性
が
高

ま
り
'
市
が
全
域
に
避
難
指
元
を

発
令
し
た
と
の
想
定
で
避
難
訓
練

を
行
い
ま
し
た
｡

宮
内
区
で
は
避
難
訓
練
の
後
､

消
火
器
取
扱
い
訓
練
や
天
ぷ
ら
油

火
災
実
験
を
行
い
ま
し
た
｡
天
ぷ

ら
油
火
災
実
験
で
は
'
水
を
か
け

る
と
爆
発
的
に
炎
が
燃
え
上
が
る

危
険
性
を
身
を
持
っ
て
体
験
さ
れ

て
い
ま
し
た
｡

高
生
田
区
で
は
､
消
防
職
員
に

よ
る
'
避
難
の
目
安
や
避
難
所
の

位
置
､
1
避
難
時
に
必
要
と
な
る
非

常
持
ち
出
し
品
や
注
意
点
等
の
講

話
が
行
わ
れ
､
多
く
の
方
が
メ
モ

を
片
手
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま

し
た
｡
ま
た
､
生
野
3
区
を
は
じ

め
そ
の
他
の
市
内
5
地
区
で
は
､

消
防
職
員
指
導
の
も
と
､
救
急
訓

練
や
消
火
訓
練
'
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
｡

い
ざ
災
害
が
起
き
た
場
合
に
は
､

慌
て
ず
に
行
動
が
で
き
る
よ
う
に

日
頃
か
ら
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
｡

9
月
2
6
日
､
朝
来
市
山
東
町
金

浦
の
磯
部
金
浦
池
に
お
い
て
､
兵

庫
県
消
防
防
災
航
空
隊
と
の
合
同

水
難
救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
｡

こ
の
訓
練
で
は
ま
ず
は
じ
め
に

全
国
各
地
で
多
発
し
て
い
る
豪
雨

災
害
や
'
河
川
湖
等
で
の
水
難
事

故
を
想
定
し
､
船
外
機
付
き
ゴ
ム

ボ
ー
ト
の
操
船
訓
練
や
水
面
で
助

け
を
求
め
て
い
る
要
救
助
者
の
救

出
方
法
な
ど
､
基
本
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
｡

そ
の
後
実
施
し
た
防
災
ヘ
リ
と

の
連
携
訓
練
で
は
'
ヘ
リ
か
ら
ワ

イ
ヤ
ー
で
降
下
し
た
航
空
隊
員
が
､

湖
面
で
浮
い
て
い
る
要
救
助
者
を

救
出
し
た
り
､
今
に
も
水
位
が
上

昇
し
'
水
没
の
恐
れ
が
あ
る
場
所

で
助
け
を
求
め
る
要
救
助
者
を
救

出
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
｡

防
災
ヘ
リ
と
の
合
同
水
難
救
助

訓
練
は
､
今
回
が
初
め
て
の
取
り

組
み
で
し
た
が
､
救
出
か
ら
の
引

継
ぎ
等
'
一
連
の
連
携
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

豪
雨
災
害
で
は
'
土
砂
災
害
等

に
よ
り
孤
立
集
落
が
発
生
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
'
緊
急
物
資
の
搬

送
や
住
民
の
移
送
等
'
防
災
ヘ
リ

の
機
動
力
が
必
要
不
可
欠
と
な
り

ま
す
｡
こ
の
こ
と
か
ら
'
今
後
も

連
携
を
密
に
す
る
と
と
も
に
､
住

民
の
皆
さ
ん
の
風
水
害
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
が
図
れ
る
よ
う
､
よ

り
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
｡
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∴∴十三:｢ 
まにを指でに､ザの聞 
れ防見き火つ火イてい 
ば火てまのなかンそて ヽヽ 

太太勢福吉谷福加伊切藤小北
田田溜山谷口富芝藤日本林垣

(　　(　　(　　(　　(　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　●　　(　　(　　(　　(

梁竹枚糸養山糸八養束枚枚養中開竹広生;梁山広糸
瀬田田井父口井鹿父河田田父川宮田谷野;瀬口谷井

6　6　6　6　6　5　5　5　5　4　4　44　3　3　2　2 1 186　5　5　4

年年年年年年年年年年年年年年年年年年名年年年年
)　　)　　)　　)　　)　　)　-　-　-　-　-　-　-　-　-　- ＼`/　)　　　　　)　　)　　)　　)

tiOへ

高
柳

4　3　3　2 1 9

年年年年年名

明芽優乃賞雄佑彩三
里依月愛　飛美葉子明

〟

平
成
0
0
年
度
　
防
火
ポ
ス
タ
ー
入
選
発
表

I

〃

ヽ
石
田

藤
原

中
屋

勝
山

夏
休
み
中
に
､
養
父
市
･
朝

来
市
内
の
小
学
校
･
中
学
校
の

児
童
･
生
徒
か
ら
募
集
し
た
防

火
ポ
ス
タ
ー
は
､
総
数
で
1
.
1

3
5
点
(
小
学
校
3
7
7
点
､
中

学
校
7
5
8
点
)
　
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
｡
　
　
　
《

9
月
2
0
日
に
南
但
消
防
本
部

で
行
わ
れ
た
審
査
会
の
結
果
'

力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
の
中
か
ら

次
の
皆
さ
ん
が
入
選
し
ま
し
た
｡

特

　

別

　

賞

◆
養
父
市
消
防
団
長
賞

池
田
　
桃
々
葉

大
屋
中
学
校
1
年

◆
朝
来
市
消
防
団
長
賞

伊

藤

　

　

小

羽

山
口
小
学
校
6
年

◆
繭
但
危
険
物
安
全
協
会
長
賞

細

井

　

　

暁

生

梁
瀬
小
学
校
5
年

◆
入
　
賞

大
川
　
荊
杏

西
垣
亜
衣
梨

野
中
萌
百
花

田
水
　
愛
惟

吉
田
　
　
藍

百
萌

佑
生

想
愛

心
彩

千
開

美
和

美
咲

嵩
瑠

壮
稀

心
寧

萌
依

海
梨明

一
宮
　
千
乃

森
本
な
つ
み

田
中
　
沙
帆

森
本
　
泰
耀

山
口
ひ
な
た

田
村
　
知
愛

水
田
　
聖
夏

三
方
　
透
子

(
朝
来
　
1
年
)

(
養
父
　
2
年
)

(
八
鹿
青
渓
2
年
)

(
八
鹿
青
渓
2
年
)

(
梁
瀬
　
2
年
)

(
大
屋
　
3
年
)

(
大
屋
　
3
年
)

(
大
屋
　
3
年
)

醒
堅
固
闇

◆
優
秀
賞

桐
村
　
太
心

劉
副
書

◆

優

秀

賞

　

-

-

-

切
目
　
悠
心
　
(
束
河

田
中
　
は
な
　
(
八
鹿

中
村
　
奏
太
　
(
関
宮

戸
田
　
夏
夢
(
梁
瀬

片
芝
　
優
月

柴
田

石
田

椿
野

中
野

足
立

◆
入

栃
尾

中
村

足
立

横
尾

-

-

･

6

名

(
和
田
山
1
年
)

(
生
野
　
2
年
)

(
梁
瀬
　
2
年
)

(
朝
来
　
2
年
)

(
養
父
　
3
年
)

(
生
野
　
3
年
)

1
2
名

(
大
屋
　
1
年
)

(
関
宮
　
1
年
)

(
和
田
山
1
年
)

(
和
田
山
1
年
)

今
年
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
応
募

作
品
総
数
は
小
中
学
校
合
わ
せ

て
1
.
1
3
5
点
で
し
た
｡

大
変
力
作
も
多
く
､
審
査
会

で
は
作
者
の
作
品
に
対
す
る
思

い
を
感
じ
な
が
ら
-
点
1
点
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
｡

北
垣
さ
ん
の
作
品
は
､
正
反

対
の
2
つ
の
図
案
で
表
現
し
､

美
し
く
ま
た
恐
ろ
し
い
炎
の
デ

ザ
イ
ン
を
対
比
さ
せ
､
と
て
も

精
密
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
｡

ま
た
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
の
機
能

で
あ
る
文
字
の
レ
タ
リ
ン
グ
も

と
て
も
効
果
的
に
描
け
て
い
ま

し
た
｡山

野
さ
ん
の
作
品
は
､
シ
ン

プ
ル
な
構
図
の
中
に
寒
色
暖
色

を
対
立
さ
せ
､
バ
ラ
ン
ス
よ
く

描
か
れ
て
い
ま
し
た
｡
ま
た
文

字
の
配
置
や
色
彩
を
工
夫
し
防

火
予
防
を
呼
び
か
け
る
の
に
と

て
も
効
果
的
な
表
現
と
な
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
｡

全
体
を
通
じ
て
'
技
術
面
､

発
想
面
で
高
い
も
の
が
多
く
､

と
て
も
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し

た
｡
こ
れ
か
ら
も
絵
画
表
現
を

楽
し
み
な
が
ら
製
作
を
続
け
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
｡

朝
来
市
立
和
田
山
中
学
校

嶋

田

　

　

豪
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避難訓練　(6月12日　梁瀬小学校)

訓練用の煙を焚いた部屋を避難する
訓練が行われました｡先生の指示もあ
り､手で口と鼻を押さえ､低い姿勢にな
り煙を吸わないようにしていました｡
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消防訓練(7月10日　恵生国)

女性職員も多数参加され､屋外

消火栓の取扱い方法を学ばれま
した｡協力して筒先を持たれる等､

職員一丸で取り組まれました｡
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消防訓練(7月11日　和生国)

利用者の方も参加され､訓練用
水消火器の取扱い訓練が行われ
ました｡皆さん､的に狙いを定め
て､勢いよく放水されていました｡
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輔養醗灘Ei22:,3552557,...,き880.,...,葦2.6T, 訳総数朝来署養父署管外 総数(纂)(≡:)(26) 交通事故144急病1,469789680- 機械000 

平成30年 水難1100いそで一般負傷355161194- 

その他311615-3諸2'その他348,63,85-1月～9月 

()内は前年同期件数人28件()内は前年同期件数 
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救急訓練(7月14日朝来消防署)

朝来子育て学習センターの皆さ
んが､乳児や小児を対象とした心
肺蘇生法を学ばれました｡親子で
協力し､取り組まれました｡
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避難訓練(9月27日放田小学校)

火災発生後､先生の指元をきちん
と聞き､素早く運動場に避難してい
ました｡ハンカチで口と鼻を押さえ
る等､本番さながらの訓練でした｡
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避難訓練(7月14日高柳ふれあい倶楽部)

多くの高柳区の住民が参加され､
避難訓練が行われました｡皆さん
で協力して応急担架を担がれ､負

傷者を搬送されました｡
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消防訓練(9月18日八鹿病院看護学校)

実際に火を焚き､粉末消火器で
消火されました｡燃え上がる炎に
驚かれましたが､気持ちを落ち着
かせ､消火器を使用されました｡
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∴: 

避難訓練(9月19日いくの善業苑)

火災を想定した避難訓練が行わ
れました｡職員の適切な避難誘導
のもと､皆さん安全な場所に避難
されました｡
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渇筆 か品にのしりつ特撮のがと 



て新命活得の5 
いた.かし現名研 
きな財した場と修 
ま気産住知経共を 
す特を民識験に終 

畠○ち守の､や"え 
山でれ皆技訓こ帰 

頑る様術練れ任 
翔張よの等でまし 
太つう生を習でた 
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忘れてない?
サイフにスマホに 

L今11月9日～1讐砦認 
■置 主な行事予定 

11三°一日消防官こども園訪問 

○消防訓練八鹿.和田山.山東 

＼l 刳ｦ立入検査等旅館.危険物施設の査察 
〃消防教室事業所.各地区 

○広報活動防火ポスターの配布 

鷲_○院火研修市内の旅館.ホナル 
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お
知
ら
せ

◆
新
入
職
員
紹
介

平
成
5
0
年
4
月
に
新
し
く
6

名
の
職
員
を
採
用
し
ま
し
た
｡

こ
の
内
､
畠
山
消
防
士
(
後

列
右
端
)
は
滋
賀
で
7
年
間
消

防
職
を
勤
め
た
経
験
が
あ
り
､

4
月
か
ら
は
朝
来
消
防
署
に
勤

務
し
て
い
ま
す
｡
ほ
か
の
5
名

に
つ
い
て
は
､
兵
庫
県
消
防
学

校
　
(
三
木
市
)
　
で
の
半
年
間
の

研
修
を
9
月
に
修
了
し
'
帰
任

し
ま
し
た
｡

後
列
右
か
ら

畠
山
　
翔
太
　
(
2
 
7
歳
)

上
ノ
坊
　
健
　
(
2
4
歳
)

田
中
　
宏
樹
　
(
2
0
歳
)

前
列
右
か
ら

金
山
　
太
星
　
(
2
0
歳
)

太
田
　
　
仁
　
(
1
 
9
歳
)

藤
本
　
元
太
　
(
1
 
9
歳
)

◆
人
命
救
助
に
対
す
る

感
謝
状
贈
呈

8
月
下
旬
､
朝
来
市
内
の
畑
で

枯
草
が
燃
え
る
火
災
が
発
生
｡

伊
地
智
敏
江
さ
ん
(
写
真
右
)
は
'

乗
用
車
で
走
行
中
'
炎
の
近
く

で
動
け
な
く
な
っ
て
い
る
7
0
代

の
男
性
を
発
見
｡
次
い
で
駆
け

つ
け
た
夜
久
友
恵
さ
ん
(
写
真

左
)
に
1
1
9
番
通
報
を
依
頼
す

る
と
と
も
に
､
同
じ
く
駆
け
つ
け

た
羽
田
紀
子
さ
ん
(
写
真
中
)
ど

協
力
し
'
炎
が
迫
る
な
か
男
性

を
抱
え
安
全
な
場
所
へ
救
出
し

ま
し
た
｡
自
ら
の
危
険
を
顧
み
ず
､

適
切
な
判
断
と
通
報
を
行
っ
た

3
名
に
対
し
､
消
防
署
長
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
｡

◆
秋
の
火
災
予
防
運
動

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験

●
試
験
日

平
成
3
 
1
年
2
月
3
日
(
日
)

●
受
付
期
間

平
成
5
0
年
日
月
5
0
日
(
金
)

～
1
2
月
1
0
日
　
(
月
)

●
種
別

甲
･
乙
･
丙

願
書
配
布
は
'
南
但
消
防
本

部
朝
来
消
防
署
､
養
父
消
防
署
､

生
野
出
張
所
'
大
屋
出
張
所
で

行
っ
て
い
ま
す
｡

今
夏
は
災
害
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

記
録
的
な
猛
暑
で
､
7
月
の
豪
雨
災

害
に
続
き
8
月
に
は
台
風
が
連
続

し
て
上
陸
､
各
地
で
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
｡
9
月
6
日
に
発
生
し

た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
大

き
な
地
震
は
な
い
と
思
わ
れ
て
い

た
北
海
道
で
初
め
て
震
度
7
を
観

測
し
'
過
去
の
経
験
則
に
囚
わ
れ
な

い
備
え
が
大
切
な
こ
と
を
再
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
｡

▼
｢
災
害
時
に
は
､
行
政
が
配
っ
て

く
れ
る
お
に
ぎ
り
を
待
つ
の
で
は

な
く
隣
近
所
か
ら
持
ち
寄
っ
た
食

材
で
炊
き
出
し
を
す
る
よ
う
な
地

域
の
防
災
力
が
必
要
で
す
｣
と
防
災

の
専
門
家
は
説
き
ま
す
｡
｢
そ
の
た

め
に
は
普
段
か
ら
の
あ
い
さ
つ
や
'

ち
ょ
っ
と
し
た
気
配
り
思
い
や
り

が
大
切
で
す
｣
と
も
｡

▼
南
但
地
域
は
ま
だ
ま
だ
濃
厚
な

隣
近
所
付
き
合
い
や
地
域
の
絆
が

あ
り
ま
す
｡
災
害
に
対
す
る
大
き
な

力
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
｡
②


